
保証対象（環境情報）実績データ
本投資法人は以下「保証対象（環境情報）」に記載する実績データについて、「✓」　を付しています。
２０２２年の実績は、EY新日本有限責任監査法人による、国際保証業務基準（ISAE）３０００、ISAE３４１０に準拠した第三者の保証を受けています。
データに対する独立した第三者保証報告書はこちら

対象期間
２０２２年度（２０２２年１月１日から２０２２年１２月３１日）

対象組織
対象期間中当投資法人が１日以上保有していた物件については直接・間接保有の区分に関わらず保有期間に係る発生量を集計対象としています。
準共有持分については持分を考慮せず、物件全体で集計し、区分所有物件は所有持分を集計対象としています。

参照した法律・基準・ガイドライン等
エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律（省エネ法）
地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）
再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法(再エネ法)
サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン

算定方法

（参考）算出方法等の詳細

項目 内容 定義・算定方法等

エネルギー消費量　（MWｈ）

燃料（都市ガス・A重油・灯油）消
費量
地域冷暖房(DHC)消費量
電力消費量
再生可能エネルギー活用量

・再生可能エネルギー活用量：再エネ由来電力の購入量
・敷地内における太陽光発電等：敷地内の計測器に基づき集計
<換算>
燃料消費量、地域冷暖房消費量＝請求書の値×熱量換算係数×電力量換算
値
（*1）

エネルギー消費原単位
　　　　（KWｈ/㎡）

エネルギー消費原単位
エネルギー消費量÷所有物件の持分換算床面積×稼働率
（*2）

温室効果ガス（GHG）排出
データ　（ｔ）

Scope1、Scope2、Scope3排出量 温室効果ガス排出量＝エネルギー消費量×GHG排出係数

温室効果ガス(GHG)排出原
単位　（ｔ-CO2/㎡）

温室効果ガス(GHG)排出原単位
温室効果ガス排出量÷所有物件の持分換算床面積×稼働率
（*2）

水消費量　（㎥） 水消費量
水道局からの請求書に基づき集計
※地下鉄湧水及び雨水等は算定対象外

水消費原単位　（㎥/㎡） 水消費原単位
水消費量÷所有物件の持分換算床面積×稼働率
（*2）

（*2） 稼働率：毎月末の契約書に基づく総賃貸面積(㎡)の年間合計/毎月末の総賃貸可能面積（㎡）の年間合計

（*3）　表示単位未満の数値は四捨五入しています

（*1）熱量換算係数は環境省公表の算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧の燃料種別の発熱量を参照
　　　電力量換算値は発熱量（J）を電力量（Wh）で表記するための換算値

https://www.hulic-reit.co.jp/assets/file/auth_report_01.pdf


１．エネルギー消費量

消費量
（MWh） 保証対象

報告対象
床面積（㎡）

186,876.7 ✓ 529,738.8
33,999.0 ✓ -

* 消費総量には敷地内生成量も含む

２．エネルギー消費原単位

2022 保証対象
報告対象

床面積（㎡）
エネルギー消費原単位　(KWh／㎡) 357.7 ✓ 529,738.8

　再生可能エネルギー活用量

2022

エネルギー消費総量＊

５．水消費量

消費量

(m3) 保証対象

446,492.4 ✓

６．水消費原単位

2022 保証対象
水消費総量

（㎥）
報告対象

床面積（㎡）

水消費原単位　（㎥／㎡) * 0.85 ✓ 446,492.4 529,738.8
*床面積ベース

水消費 総量

報告対象
床面積（㎡）

529,738.8

2022

３．温室効果ガス（GHG）排出データ

スコープ1（燃料） 156.4 ✓ 68,112.4

スコープ2（電気・地域冷暖房） （ロケーション基準） 12,802.9 ✓ 225,388.8

スコープ3（スコープ2以外の間接排出）* （カテゴリー：13） 59,660.3 ✓ 304,350.0

*テナント管理資産に係る燃料・電気

４．温室効果ガス(GHG)排出原単位

2022
保証
対象

GHG排出量
（t-CO2）

報告対象
床面積（㎡）

0.14 ✓ 72619.52 529,738.8

*床面積ベースで算定。

※GHG排出量原単位は、Scope1及び3はマーケット基準、Scope2はロケーション基準で算出したGHG排出量より算出しています。

保証
対象

2022

排出量
（t）

報告対象
床面積（㎡）

温室効果ガス（GHG) 排出原単位 (t-CO2／㎡) * 　


